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2ひだか川議会だより

［新スマート物流実装事業］

問

価
格
高
騰
緊
急
支

援
給
付
金
の
減
額
に
つ
い

て
説
明
を
。

答

見
込
ん
で
い
た
世

帯
数
よ
り
２
０
０
世
帯
少

な
か
っ
た
た
め
で
あ
る
。

問

大
学
生
の
応
援
給

付
金
の
減
額
理
由
は
。

答

当
初
の
予
定
よ
り

28
人
分
申
請
が
少
な
か
っ

た
た
め
で
あ
る
。

問

臨
時
的
な
保
育
士

の
給
与
等
を
大
幅
に
減
額

し
て
い
る
理
由
は
。

答

募
集
し
て
も
応
募

者
が
少
な
く
、
予
定
よ
り

少
な
い
人
数
で
対
応
し

た
。

●
令
和
４
年
度
笠
松
農
業

用
水
及
び
公
共
用
水
管
理

運
営
特
別
会
計
補
正
予
算

（
専
決
・
第
２
号
）

歳
入
歳
出
予
算
か
ら
そ

れ
ぞ
れ
３
５
９
万
円
を
減

額
し
、
予
算
総
額
を
１
４

２
１
万
２
千
円
と
す
る
も

の
で
す
。

令
和
４
年
度
の
決
算
見

込
み
に
基
づ
き
、
予
算
の

●
令
和
４
年
度
一
般
会
計

補
正
予
算
（
専
決
・
第
１

号
）

　
歳
入
歳
出
予
算
か
ら
そ

れ
ぞ
れ
３
７
０
万
４
千
円

を
減
額
し
、
予
算
総
額
を

96
億
５
０
１
７
万
８
千
円

と
す
る
も
の
で
す
。

　
令
和
４
年
度
の
決
算
見

込
み
に
基
づ
き
、
予
算
の

調
整
を
行
っ
た
も
の
で

す
。 

（
賛
成
全
員
）

問

有
害
鳥
獣
捕
獲
報

償
金
の
減
額
に
つ
い
て
、

説
明
を
。

答

イ
ノ
シ
シ
の
捕
獲

頭
数
が
予
定
の
半
分
以
下

と
、
少
な
か
っ
た
た
め
で

あ
る
。

調
整
を
行
っ
た
も
の
で

す
。 

（
賛
成
全
員
）

●
令
和
４
年
度
下
水
道
事

業
特
別
会
計
補
正
予
算

（
専
決
・
第
３
号
）

歳
入
歳
出
予
算
か
ら
そ

れ
ぞ
れ
２
０
１
１
万
６
千

円
を
減
額
し
、
予
算
総
額

を
３
億
１
８
４
６
万
２
千

円
と
す
る
も
の
で
す
。

令
和
４
年
度
の
決
算
見

込
み
に
基
づ
き
、
予
算
の

調
整
を
行
っ
た
も
の
で

す
。 

（
賛
成
全
員
）

●
令
和
５
年
度
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
１
号
）

歳
入
歳
出
予
算
に
そ
れ

ぞ
れ
９
３
０
３
万
円
を
追

加
し
、
予
算
総
額
を
88
億

７
３
０
３
万
円
と
す
る
も

の
で
す
。

主
な
内
容
は
、
美
山
地

域
に
お
け
る
新
ス
マ
ー
ト

物
流
実
装
事
業
、
低
所
得

の
子
育
て
世
帯
に
対
す
る

生
活
支
援
特
別
給
付
金
、

新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
予

防
接
種
、
愛
徳
荘
ボ
イ

こ
ん
な
質
疑
を

　
　
行
い
ま
し
た

第
２
回
臨
時
会

　５月１2日に第２回臨時会が開かれ、提出のあった専決処分３件、
補正予算１件をすべて原案のとおり承認・可決しました。
６月９日から６月１５日まで第２回定例会が開かれ、教育長の任命、教
育委員会委員の任命１件、固定資産評価審査委員会委員の選任３
件、農業委員会委員の任命１４件、条例の一部改正４件、補正予算６
件を全て原案のとおり同意・可決しました。
一般質問は、５議員が行い、町執行部の取り組み等を問いました。
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和佐小学校

（
任
期
３
年
）　

鳥
居
宏
行
氏
（
平
川
）

土
代
敬
洋
氏
（
西
原
）

久
保
幸
則
氏
（
川
原
河
）

（
賛
成
全
員
）

●
農
業
委
員
会
委
員
の
任

命
次
の
方
々
の
任
命
に
同

意
し
ま
し
た
。

（
任
期
３
年
）

橋
本
憲
明
氏
（
中
津
川
）

中
村
幸
男
氏
（
土
生
）

山
本
好
一
氏
（
小
熊
）

中
津
良
己
氏
（
平
川
）

垣
内　
賢
氏
（
山
野
）

木
下
和
昌
氏
（
和
佐
）

川
越
安
信
氏
（
松
瀬
）

龍
田
雅
人
氏
（
船
津
）

大
澤　
惠
氏
（
高
津
尾
）

中
井
育
子
氏
（
高
津
尾
）

小
瀬　
渉
氏
（
小
釜
本
）

朝
間
一
行
氏
（
浅
間
）

西
原
由
武
氏
（
初
湯
川
）

福
島
康
充
氏
（
寒
川
）

（
賛
成
全
員
）

●
税
条
例
の
一
部
改
正

地
方
税
法
等
の
一
部
改

正
に
よ
り
、
所
要
の
改
正

い
る
。

問

愛
徳
荘
の
ボ
イ
ラ

ー
修
繕
の
説
明
を
。
木
質

パ
ウ
ダ
ー
ボ
イ
ラ
ー
か
。

答

木
質
パ
ウ
ダ
ー
ボ

イ
ラ
ー
は
、
原
料
の
入
手

が
困
難
で
現
在
使
っ
て
い

な
い
。

　
本
館
の
故
障
し
た
ボ
イ

ラ
ー
を
修
繕
す
る
。

第
２
回
定
例
会

●
教
育
長
の
任
命

和
佐
公
生
氏
（
和
佐
）

の
任
命
に
同
意
し
ま
し

た
。（
任
期
３
年
）

（
賛
成
全
員
）

●
教
育
委
員
会
委
員
の
任

命
市
谷
敦
子
氏
（
江
川
）

の
任
命
に
同
意
し
ま
し

た
。（
任
期
４
年
）

（
賛
成
全
員
）

●
固
定
資
産
評
価
審
査
委

員
会
委
員
の
選
任

次
の
方
々
の
選
任
に
同

意
し
ま
し
た
。

ラ
ー
設
備
修
繕
工
事
等
を

計
上
し
た
も
の
で
す
。

（
賛
成
全
員
）

問

新
ス
マ
ー
ト
物
流

実
装
事
業
の
概
要
は
。

答

美
山
地
域
の
生
活

環
境
維
持
の
支
援
事
業
と

し
て
、
新
聞
や
荷
物
の
配

送
を
業
者
に
委
託
し
て
一

括
し
て
行
う
。

　
物
流
の
不
便
を
解
消
し

た
い
。

問

今
回
初
期
費
用
と

し
て
６
０
０
０
万
円
を
予

算
化
し
て
い
る
が
、
続
け

て
い
く
な
ら
、
運
営
費
用

は
ど
う
す
る
の
か
。
運
賃

等
で
住
民
の
負
担
が
増
す

よ
う
な
こ
と
は
な
い
の
か
。

答

今
後
の
協
議
に
な

る
と
思
う
が
、
今
の
と
こ

ろ
な
い
と
考
え
て
い
る
。

問

ド
ロ
ー
ン
の
配
送

は
、
距
離
的
に
問
題
が
あ

る
の
で
は
。

答

陸
送
が
メ
イ
ン
で

あ
り
、
効
率
的
な
場
所
に

は
ド
ロ
ー
ン
の
使
用
を
考

え
て
い
る
。
片
道
10
キ
ロ

ま
で
飛
行
可
能
と
聞
い
て

を
行
う
も
の
で
す
。

　
主
な
内
容
は
、
住
民
税

関
係
で
は
森
林
環
境
税
の

導
入
、
固
定
資
産
税
関
係

で
は
大
規
模
修
繕
を
行
っ

た
マ
ン
シ
ョ
ン
に
対
す
る

減
額
措
置
、
軽
自
動
車
税

関
係
で
は
税
率
区
分
の
見

直
し
や
グ
リ
ー
ン
化
特
例

の
適
用
期
間
の
延
長
等
で

す
。  

（
賛
成
９
名
）

問

森
林
環
境
税
の
使

い
方
に
つ
い
て
の
方
針
は
。

答

現
在
は
基
金
運
用

し
て
い
る
が
、
森
林
整
備

が
目
的
で
あ
る
。

●
国
民
健
康
保
険
税
条
例

の
一
部
改
正　

地
方
税
法
等
の
一
部
改

正
及
び
課
税
算
定
の
基
礎

と
な
る
所
得
の
確
定
に
よ

り
、
課
税
限
度
額
の
引
き

上
げ
及
び
税
率
等
の
変
更

を
行
う
も
の
で
す
。

（
賛
成
９
名
）

問

物
価
高
騰
の
折
、

２
年
連
続
の
値
上
げ
は
、

国
保
加
入
者
に
と
っ
て
大

変
な
負
担
に
な
る
の
で
は
。

答

資
産
割
を
な
く
し

て
い
く
た
め
に
は
、
所
得

割
や
応
益
割
を
あ
げ
て
い

く
し
か
な
い
。
ま
た
、
加

入
者
数
の
減
も
要
因
と

な
っ
て
い
る
。

●
介
護
保
険
条
例
の
一
部

改
正

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
の
影
響
に
よ

り
、
収
入
が
減
少
し
た
こ

と
等
に
よ
る
第
１
号
被
保

険
者
に
対
す
る
減
免
措
置

を
、
要
件
に
よ
り
令
和
５

年
度
も
適
用
す
る
も
の
で

す
。 

（
賛
成
全
員
）

●
学
校
設
置
条
例
の
一
部

改
正美

山
地
区
の
新
設
小
学

校
の
校
名
を
「
美
山
小
学

校
」
に
す
る
も
の
で
す
。

ま
た
、
川
辺
地
区
の
４

小
学
校
の
統
合
に
つ
い

て
、
令
和
７
年
４
月
の
開

校
に
向
け
、
所
要
の
改
正

を
行
う
も
の
で
す
。

（
賛
成
全
員
）

問

玄
子
区
へ
の
新
設
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川原河小学校のバスターミナル兼駐車場予定地

小
学
校
通
学
区
変
更
に
伴

う
対
応
と
は
。

答

通
学
区
の
変
更
で

は
な
く
、
特
例
と
し
て
現

在
川
辺
西
小
学
校
へ
通
学

し
て
い
る
児
童
は
、
申
請

が
あ
れ
ば
、
そ
の
ま
ま
通

学
で
き
る
と
い
う
も
の
で

あ
る
。

問

下
早
蘇
の
３
区
に

適
用
す
る
の
か
。
全
町
内

に
か
。

答

下
早
蘇
３
区
に
限

定
し
た
措
置
だ
。

問

現
在
、
川
辺
西
小

学
校
へ
通
学
し
て
い
る
児

童
の
弟
や
妹
は
ど
う
な
る

の
か
。

答

申
請
す
れ
ば
同
様

に
可
能
と
し
た
い
。

●
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
２
号
）　

歳
入
歳
出
予
算
に
そ
れ

ぞ
れ
２
億
９
２
０
３
万
８

千
円
を
追
加
し
、
予
算
総

額
を
91
億
６
５
０
６
万
８

千
円
と
す
る
も
の
で
す
。

主
な
内
容
は
、
旧
寒
川

中
学
校
解
体
工
事
、
２
学

期
か
ら
の
小
中
学
校
給
食

費
無
償
化
、
住
民
へ
の
商

品
券
配
布
、
宿
泊
施
設
等

指
定
管
理
委
託
料
、
和
佐

小
学
校
及
び
早
蘇
中
学
校

増
改
築
工
事
設
計
業
務
等

を
計
上
し
た
も
の
で
す
。

 （
賛
成
全
員
）

問

再
エ
ネ
導
入
計
画

の
財
源
が
、
補
助
金
か
ら

雑
入
に
変
わ
っ
て
い
る
の

は
な
ぜ
か
。

答

国
の
財
源
に
変
わ

り
な
い
が
、
一
般
社
団
法

人
地
域
循
環
共
生
社
会
連

携
協
会
か
ら
の
交
付
で
あ

る
。問

川
原
河
小
学
校
の

駐
車
場
整
備
、
公
有
財
産

の
購
入
費
に
つ
い
て
説
明

を
。答

バ
ス
タ
ー
ミ
ナ
ル

兼
駐
車
場
と
し
て
土
地
を

確
保
し
た
い
。

問

学
校
統
合
に
伴
う

校
舎
等
の
設
計
業
務
は
、

事
前
に
議
会
に
方
向
性
を

示
せ
な
い
か
。

答

概
略
が
決
ま
っ
た

ら
詳
細
な
説
明
を
し
た
い
。

問

学
校
統
合
に
よ
る

給
食
の
親
子
方
式
の
変
更

も
必
要
と
な
っ
て
く
る
の

で
は
。

答

協
議
し
て
い
る
が
、

確
定
は
し
て
い
な
い
。
と

り
あ
え
ず
は
現
在
の
調
理

場
を
使
用
し
た
い
。

問

み
や
ま
森
林
公
園

の
藤
棚
の
管
理
を
改
め
る

必
要
が
あ
る
の
で
は
。

答

指
定
管
理
者
と
協

議
し
た
い
。

●
国
民
健
康
保
険
事
業
特

別
会
計
補
正
予
算
（
第
１

号
）歳

入
歳
出
予
算
か
ら
そ

れ
ぞ
れ
85
万
８
千
円
を
減

額
し
、
予
算
総
額
を
14
億

４
７
２
９
万
７
千
円
と
す

る
も
の
で
す
。

内
容
は
、
川
上
診
療
所

及
び
寒
川
診
療
所
特
別
会

計
へ
の
繰
出
金
に
よ
る
も

の
で
す
。 

（
賛
成
全
員
）

●
国
民
健
康
保
険
事
業
川

上
診
療
所
特
別
会
計
補
正

予
算
（
第
１
号
）

　

過
年
度
収
入
に
よ
り
、

歳
入
の
内
訳
の
み
を
変
更

す
る
も
の
で
す
。

（
賛
成
全
員
）

●
国
民
健
康
保
険
事
業
寒

川
診
療
所
特
別
会
計
補
正

予
算
（
第
１
号
）

　

過
年
度
収
入
に
よ
り
、

歳
入
の
内
訳
の
み
を
変
更

す
る
も
の
で
す
。

（
賛
成
全
員
）

●
下
水
道
事
業
特
別
会
計

補
正
予
算
（
第
１
号
）

歳
入
歳
出
予
算
に
そ
れ

ぞ
れ
２
１
３
万
７
千
円
を

追
加
し
、
予
算
総
額
を
３

億
１
１
３
９
万
２
千
円
と

す
る
も
の
で
す
。

　
内
容
は
、
人
事
異
動
に

伴
う
人
件
費
の
調
整
に
よ

る
も
の
で
す
。（賛

成
全
員
）

●
水
道
事
業
会
計
補
正
予

算
（
第
１
号
）

　
人
事
異
動
に
伴
う
人
件

費
の
調
整
と
し
て
、
20
万

３
千
円
を
減
額
す
る
も
の

で
す
。 

（
賛
成
全
員
）

請
願・陳
情
等
の
審
査

産
建
厚
生
常
任
委
員
会

「
物
価
高
騰
に
見
合
う

年
金
額
引
き
上
げ
を
求
め

る
請
願
書
」
は
、
産
建
厚

生
常
任
委
員
会
に
付
託
さ

れ
ま
し
た
が
、
慎
重
審
議

を
要
す
る
た
め
、
継
続
審

査
と
な
り
ま
し
た
。
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上程議案
※全賛…全員賛成で同意・承認・可決・認定・採択
　賛多…賛成多数で同意・承認・可決・認定・採択
　賛少…賛成少数で不同意・不承認・否決・不認定・不採択

結　
果

1 2 3 4 5 6 7 8 9 101112

山
本  

喜
平

堀　

  

辰
雄

入
口  　
誠

井
藤  
満
人

熊
谷  
重
美

龍
田  

安
廣

山
本  

芳
徳

伊
奈  

禎
胤

山
本  

啓
司

堀
江  

才
二

吉
本  

賢
次

原　

  

孝
文

第
2
回
臨
時
会

専決処分・補正予算 （
注
）
議
長
の
代
理
に
よ
り
議
事
進
行
を
行
う

た
め
賛
否
表
明
は
し
ま
せ
ん
。

専決処分の承認を求める件（令和４年度一般会計補正予算（第８号）） 全賛 ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○

専決処分の承認を求める件
（令和４年度笠松農業用水及び公共用水管理運営特別会計補正予算（第３号）） 全賛 ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○

専決処分の承認を求める件 
（令和４年度下水道事業特別会計補正予算（第４号）） 全賛 ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○

令和５年度一般会計補正予算（第１号） 全賛 ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○

第
2
回
定
例
会

人事 （
注
）
議
長
と
し
て
議
事
進
行
を
行
う
た
め
賛
否
表
明
は
し
ま
せ
ん
。
賛
否
同
数
の
場
合
の
み
、「
議
長
採
決
」と
し
て
表
明
。

教育長の任命 全賛 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

教育委員会委員の任命 全賛 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

固定資産評価審査委員会委員の選任（３名） 全賛 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

農業委員会委員の任命（14名） 全賛 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

条例の改正
税条例の一部を改正する条例 賛多 ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ●

国民健康保険税条例の一部を改正する条例 賛多 ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ●

介護保険条例の一部を改正する条例 全賛 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

学校設置条例の一部を改正する条例 全賛 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

補正予算
令和５年度一般会計補正予算（第２号） 全賛 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

令和５年度国民健康保険事業特別会計補正予算（第１号） 全賛 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

令和５年度国民健康保険事業川上診療所特別会計補正予算（第１号） 全賛 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

令和５年度国民健康保険事業寒川診療所特別会計補正予算（第１号） 全賛 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

令和５年度下水道事業特別会計補正予算（第１号） 全賛 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

令和５年度水道事業会計補正予算（第１号） 全賛 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

第2回臨時会・第2回定例会 審議内容と議員の賛否 ○：賛成  ●：反対  欠：欠席

　６月26日、みやまドームにおいて「第18回
日高川町杯ゲートボール大会」が開催されま
した。
　議会でもチームを編成し、全８チームが参
加しました。
　地域住民とスポーツを通じて親睦を深め
る有意義な機会となりました。

第18回 日高川町杯
ゲートボール大会
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町政の
　今を問う！

一般質問

５議員が10項目の質問を行いました。

ページ 質問者 質　問　事　項

6 入口　誠 議員 ・学校統合による廃校跡地の利用方針は
・天文公園再整備計画の内容は

7 山本喜平 議員
・白馬山脈の自然環境を壊しかねない風力発電は中止を
・低周波音による健康被害はあるのでは
・保険証廃止で国民皆保険制度は守れるのか

8 原　孝文 議員
・低周波音被害の環境省の見解は不適切では
・町内にも風車音被害が発生しており、対応を
・風力発電計画は地域に不和をもたらすのでは

9 井藤満人 議員 ・新白馬風力発電は、町や住民にとってマイナス要因では

10 山本芳徳 議員 ・６月２日から３日の梅雨前線に伴う豪雨被害への対応

学
校
統
合
に
よ
る
廃
校

跡
地
の
利
用
方
針
は

有
効
活
用
に
取
り
組
む

1問

令
和
６
年
度
に
は

美
山
地
区
の
３
小
学
校
、

令
和
７
年
度
に
は
三
百
瀬
、

山
野
、
江
川
、
和
佐
の
各

小
学
校
が
統
合
さ
れ
る
予

定
で
あ
る
。
更
に
、
美
山
、

中
津
、
丹
生
、
早
蘇
の
各

中
学
校
も
統
合
さ
れ
る
。

そ
の
結
果
、
多
く
の
学
校

が
廃
校
と
な
る
。
跡
地
を

ど
う
し
て
い
く
の
か
を
伺

う
。建

物
の
耐
震
化
も
済

み
、
あ
る
程
度
の
広
さ
の

あ
る
廃
校
跡
地
を
有
効
利

用
し
て
い
く
べ
き
と
考
え

る
。
個
人
、
企
業
を
問
わ

ず
、
内
外
に
利
用
希
望
を

募
っ
て
は
ど
う
か
。

利
用
を
促
す
た
め
、
基

金
等
を
使
い
改
築
等
を
積

極
的
に
行
っ
て
は
ど
う
か
。

ま
た
、
地
元
で
跡
地
利

用
の
協
議
会
的
な
も
の
が

結
成
さ
れ
た
場
合
、
費
用

を
含
め
た
支
援
は
考
え
ら

れ
る
の
か
。

答

廃
校
舎
は
町
の
貴

重
な
財
産
で
あ
り
、
地
元

の
意
向
を
尊
重
し
な
が
ら
、

有
効
活
用
に
取
り
組
み
た

い
。
ま
た
、
場
合
に
よ
っ

て
は
広
く
利
用
希
望
を
募

る
こ
と
も
必
要
と
考
え
て

い
る
。

地
域
の
活
性
化
に
寄
す

る
改
修
で
あ
れ
ば
町
費
の

投
入
も
検
討
す
る
。

地
元
で
協
議
会
的
な
も

の
を
立
ち
上
げ
て
、
進
め

て
も
ら
え
る
の
は
あ
り
が

入口　誠 議員
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かわべ天文公園

白
馬
山
脈
の
自
然
環
境

を
壊
し
か
ね
な
い
風
力

発
電
は
中
止
を

影
響
を
回
避
ま
た
は
低
減
で
き
る

よ
う
意
見
し
て
い
き
た
い

1

た
い
と
考
え
る
。
経
費
を

予
算
化
す
る
こ
と
は
可
能

で
あ
る
。

事
業
全
体
を
考
え
た
場
合
、

レ
ジ
ャ
ー
施
設
と
し
て
推

進
す
る
の
か
、
教
育
を
中

心
と
し
た
施
設
に
す
る
の

か
。答

天
文
公
園
の
再
整

備
は
、
国
の
社
会
資
本
整

備
総
合
交
付
金
を
活
用
し
、

令
和
６
年
度
か
ら
５
年
間

を
か
け
て
整
備
し
て
い
く
。

総
事
業
費
は
、
測
量
設
計

費
を
含
め
約
８
億
５
千
万

円
で
あ
る
。

　
町
民
か
ら
は
総
合
戦
略

の
ア
ン
ケ
ー
ト
で
意
見
を

い
た
だ
い
た
。
特
に
多
か

っ
た
の
が
、
遊
具
等
を
設

置
し
、
子
ど
も
た
ち
の
遊

べ
る
施
設
と
し
て
ほ
し
い

と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。

　
遊
具
や
ベ
ン
チ
な
ど
の

新
設
、
駐
車
場
の
整
備
、

高
圧
電
気
設
備
の
改
修
、

図
書
ス
ペ
ー
ス
や
カ
フ
ェ

を
配
置
す
る
な
ど
の
改
装

を
考
え
て
い
る
。

図
書
施
設
に
つ
い
て
は

現
在
の
図
書
ス
ペ
ー
ス
を

拡
充
し
て
い
く
イ
メ
ー
ジ

を
持
っ
て
い
る
。
維
持
管

理
の
費
用
は
そ
れ
ほ
ど
多

く
な
ら
な
い
も
の
と
考
え

て
い
る
。

　
子
育
て
世
代
を
は
じ
め
、

多
く
の
町
民
に
利
用
い
た

だ
け
る
施
設
と
し
た
い
。

問

白
馬
山
脈
に
は
、

引
き
続
き
２
つ
の
風
力
発

電
事
業
が
計
画
さ
れ
て
い

る
。前

知
事
は
、意
見
で「
あ

く
ま
で
、
自
然
環
境
や
生

活
環
境
と
の
調
和
を
前
提

と
し
た
も
の
で
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
ま
た
、
県
民

の
財
産
と
し
て
、
将
来
に

わ
た
り
保
全
す
べ
き
自
然

環
境
が
形
成
及
び
維
持
さ

れ
て
い
る
こ
と
や
、
重
大

な
環
境
影
響
を
回
避
ま
た

は
十
分
に
低
減
で
き
る
具

体
的
な
方
策
が
な
い
場
合

に
は
、
事
業
の
廃
止
も

含
め
て
見
直
し
を
行
う
こ

と
」
と
述
べ
て
い
る
。

５
月
15
日
、
日
本
野
鳥

の
会
か
ら
現
県
知
事
へ
、

施
設
の
建
設
に
つ
い
て
、

事
業
者
に
対
し
、「
見
直

し
」
ま
た
は
「
中
止
」
を

勧
告
す
る
よ
う
要
望
書
が

提
出
さ
れ
た
。
町
長
の
見

解
は
ど
う
か
。

答

町
と
し
て
、
現
在

計
画
さ
れ
て
い
る
事
業
に

対
し
、
県
知
事
へ
の
意
見

と
し
て
「
生
息
・
生
育
環

境
が
変
化
す
る
可
能
性
が

あ
る
の
で
、
重
大
な
影
響

を
回
避
ま
た
は
低
減
す
る

よ
う
十
分
な
調
査
及
び
検

討
を
す
る
こ
と
」
と
回
答

し
て
い
る
。

今
後
、
事
業
者
に
対
し

て
も
、
県
知
事
の
指
導
の

下
、
現
地
調
査
の
手
法
な

ど
審
査
を
受
け
て
い
る
と

聞
い
て
い
る
の
で
、
引
き

続
き
影
響
を
回
避
ま
た
は

低
減
で
き
る
よ
う
意
見
を

上
げ
て
い
き
た
い
。

問

６
月
１
日
、
風
力

発
電
施
設
か
ら
発
生
す
る

音
（
低
周
波
音
等
）
に
つ

い
て
の
勉
強
会
に
参
加
し

た
。講

師
は
、
風
力
騒
音
は

わ
ず
ら
わ
し
さ
に
伴
う
睡

眠
影
響
を
生
じ
る
可
能
性

問

予
算
化
さ
れ
た
天

文
公
園
再
整
備
計
画
の
詳

し
い
説
明
を
願
い
た
い
。

町
民
も
含
め
、
幅
広
く
意

見
は
聞
い
た
の
か
。

図
書
施
設
を
造
る
構
想

も
あ
る
よ
う
だ
が
、
維
持

管
理
に
必
要
な
費
用
を
捻

出
す
る
こ
と
は
ま
ず
無
理

で
あ
る
。
維
持
管
理
を
ど

う
考
え
て
い
る
の
か
。
そ

の
費
用
も
含
め
伺
う
。

山本 喜平 議員

天文公園再整備計画
の内容は
子育て世代をはじめ、多くの町民
が利用できる施設としたい

低周波音による健康
被害はあるのでは
引き続き知見の集約を図っていく

2

2
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広川・日高川ウインドファーム

保険証廃止で国民
皆保険制度は守れ
るのか
マイナ保険証でないと受診でき
ない事態にはならない

3
及
ぼ
す
可
能
性
は
低
い
と

考
え
ら
れ
て
い
る
が
、
引

き
続
き
知
見
の
集
約
を
図

っ
て
い
く
こ
と
も
大
事
だ
。

今
後
も
住
民
が
健
康
被

害
を
訴
え
る
よ
う
な
こ
と

低
周
波
音
被
害
の
環
境
省

の
見
解
は
不
適
切
で
は

医
学
的
な
見
解
を
学
習
す
る
場
も
必
要

1
原　孝文 議員

は
あ
る
も
の
の
、
健
康
に

直
接
的
な
影
響
を
及
ぼ
す

可
能
性
は
低
い
と
説
明
し

て
い
た
。「
感
覚
閾
値
」

に
達
し
な
い
低
周
波
音
は
、

被
害
に
は
な
ら
な
い
と
い

う
考
え
方
で
あ
る
。

し
か
し
、
医
学
的
に
は
、

低
周
波
音
被
害
は
、
様
々

な
症
状
が
あ
り
、
騒
音
や

振
動
の
被
害
と
は
別
で
あ

る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い

る
。こ

れ
で
は
健
康
被
害
を

受
け
て
い
る
住
民
は
、
風

力
発
電
を
止
め
て
ほ
し
い

と
は
言
え
な
い
の
で
は
な

い
か
。
町
長
は
ど
う
考
え

て
い
る
の
か
。

答

町
と
し
て
、
風
力

発
電
施
設
に
よ
る
健
康
被

害
を
受
け
て
い
る
住
民
の

確
認
は
で
き
て
い
な
い
。

こ
れ
ま
で
の
国
内
外
で

得
ら
れ
た
科
学
的
知
見
を

踏
ま
え
る
と
、
風
車
音
は

閾
値
に
達
し
て
い
な
い
音

圧
レ
ベ
ル
で
あ
り
、
人
の

健
康
に
直
接
的
に
影
響
を

問

保
険
証
を
廃
止
し

て
、
マ
イ
ナ
保
険
証
に
な

る
と
、
保
険
証
で
安
心
し

て
医
療
を
受
け
ら
れ
る
国

民
皆
保
険
制
度
の
崩
壊
に

つ
な
が
る
の
で
は
な
い
か
。

介
護
が
必
要
な
高
齢
者

や
障
害
者
な
ど
の
医
療
を

受
け
る
権
利
が
奪
わ
れ
る

こ
と
に
な
る
の
で
は
な
い

か
。

が
発
生
し
な
い
よ
う
に
、

事
業
者
に
は
十
分
に
調
査

を
し
、
風
力
発
電
施
設
の

設
置
場
所
の
検
討
や
機
種

の
選
定
に
つ
い
て
意
見
を

述
べ
て
い
き
た
い
。

マ
イ
ナ
保
険
証
を
持
た

な
い
人
に
は
「
資
格
確
認

書
」
を
発
行
す
る
と
し
て

い
る
が
、
申
請
な
し
に
届

け
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

答

マ
イ
ナ
保
険
証
で

受
診
す
る
場
合
、
本
人
同

意
に
よ
り
、
健
康
履
歴
や

受
診
履
歴
、
投
薬
情
報
が

共
有
さ
れ
る
の
で
、
よ
り

よ
い
医
療
を
安
心
し
て
受

け
ら
れ
る
と
説
明
さ
れ
て

お
り
、
国
民
皆
保
険
制
度

の
崩
壊
に
つ
な
が
る
こ
と

は
な
い
と
思
う
。

介
護
が
必
要
な
高
齢
者

や
障
害
者
な
ど
、
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
取
得
で

き
な
い
状
況
に
あ
る
人
に

は
、
資
格
確
認
書
を
発
行

し
、
適
正
に
保
険
診
療
が

受
け
ら
れ
る
よ
う
に
対
応

し
て
い
く
。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

を
取
得
し
て
い
な
い
人
や

保
険
証
の
ひ
も
づ
け
を
し

て
い
な
い
人
に
は
、
原
則

と
し
て
申
請
方
式
に
よ
り
、

資
格
確
認
書
を
発
行
す
る
。

マ
イ
ナ
保
険
証
を
持
た

な
い
と
受
診
で
き
な
い
と

い
う
事
態
に
は
な
ら
な
い
。

も
無
視
を
し
て
い
る
。

低
周
波
音
被
害
は
、
日

常
の
五
感
か
ら
は
理
解
で

き
な
い
も
の
で
あ
り
、
騒

音
や
振
動
被
害
と
同
例
化

し
て
対
応
す
る
こ
と
は
無

理
で
あ
り
、
医
学
的
に
見

て
こ
そ
解
明
が
で
き
る
も

の
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

答

風
車
音
に
よ
る
被

害
は
、
国
の
手
引
書
に
も

「
個
人
差
が
あ
り
、
低
周

波
音
が
原
因
で
あ
る
場
合

も
あ
る
」
と
な
っ
て
い
る
。

　
住
民
サ
イ
ド
に
立
つ
町

と
し
て
、
健
康
被
害
は
あ

っ
て
は
な
ら
な
い
も
の
と

考
え
て
お
り
、
業
者
に
は

適
切
な
方
法
に
よ
る
調
査

及
び
予
測
の
実
施
を
働
き

か
け
て
い
る
。

問

風
車
音
に
よ
る
健

康
被
害
は
、
低
周
波
音
に

よ
る
も
の
や
可
聴
音
に
よ

る
も
の
様
々
で
あ
る
が
、

環
境
省
は
そ
れ
ら
の
症
状

を
「
病
気
で
は
な
い
」
と

断
言
し
、「
苦
情
」
と
し

て
で
し
か
扱
わ
な
い
。

　

こ
こ
に
は
、「
病
気
」

と
認
め
て
し
ま
う
と
風
車

が
建
設
で
き
な
い
と
い
う

理
由
が
あ
る
の
で
は
な
い

か
。

　
ま
た
、低
周
波
音
は「
聞

こ
え
な
い
か
ら
問
題
は
な

い
」
と
、
測
定
方
法
か
ら
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問

現
在
稼
働
し
て
い

る
53
基
の
風
車
音
被
害
に

つ
い
て
、
今
ま
で
住
民
か

ら
事
業
者
や
医
療
機
関
等

へ
の
報
告
や
相
談
が
な
か

っ
た
の
か
。

　

私
の
聞
き
取
り
し
た
、

ご
く
限
ら
れ
た
範
囲
の

中
で
あ
る
が
数
件
あ
っ

　
町
と
し
て
の
被
害
の
聞

き
取
り
も
考
え
て
み
る
必

要
が
あ
る
と
思
う
。

町内にも風車音被
害が発生しており、
対応を
事業者への指導と町としての
聞き取りの必要性も考える

2
　
被
害
者
の
症
状
を
聞
く

か
ぎ
り
、「
病
気
」
で
あ

る
と
思
う
が
、
も
や
も
や

感
が
払
拭
で
き
て
い
な
い
。

今
後
、
医
学
的
な
見
解
を

学
習
す
る
場
も
必
要
と
考

え
て
い
る
。

た
。
い
ず
れ
も
風
車
か
ら

５
０
０
～
２
０
０
０
ｍ
の

距
離
に
住
む
方
々
で
、
不

眠
症
、
頭
痛
、
苦
し
さ
や

し
ん
ど
さ
、
自
立
神
経
失

調
症
に
似
た
症
状
を
訴
え

て
お
ら
れ
た
。

　
こ
れ
ら
の
症
状
は
、
今

ま
で
に
由
良
町
や
下
津
町

で
発
病
さ
れ
た
方
々
の
話

と
一
致
す
る
。
風
車
建
設

前
の
事
業
者
か
ら
の
住
民

へ
の
説
明
で
、
音
の
被
害

に
つ
い
て
は
一
切
ふ
れ
ら

れ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
も

同
様
だ
。

　
被
害
者
は
泣
き
寝
入
り

す
る
し
か
な
く
、
町
と
し

て
調
査
し
、
救
済
の
手
を

差
し
伸
べ
る
必
要
が
あ
る

の
で
は
な
い
か
。

　
答

町
へ
の
報
告
は
無

か
っ
た
が
、
稼
働
後
ま
も

な
く
事
業
者
に
は
数
件
の

問
い
合
わ
せ
や
相
談
が
あ

っ
た
と
い
う
。
騒
音
調
査

等
を
実
施
し
た
が
問
題
は

無
く
、
昨
今
は
苦
情
等
は

発
生
し
て
い
な
い
と
い
う
。

風
力
発
電
計
画
は
地
域
に

不
和
を
も
た
ら
す
の
で
は

対
立
は
望
ま
な
い
。

住
民
の
意
見
は
県
へ
伝
え
る

3 事
業
者
へ
は
、
丁
寧
に

声
を
聞
く
よ
う
お
願
い
す

る
。問

風
力
発
電
施
設
な

ど
の
大
型
開
発
は
、
住
民

か
ら
の
要
望
に
よ
る
も
の

は
少
な
く
、
利
益
追
求
の

場
と
し
て
業
者
が
突
然
に

地
域
へ
入
っ
て
き
て
進
め

ら
れ
る
。

　
な
か
で
も
風
力
は
、
悪

影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
は
あ

っ
て
も
、
地
域
や
周
辺
に

貢
献
す
る
要
素
は
な
く
、

開
発
に
賛
同
す
る
の
は
、

山
主
や
建
設
業
関
係
者
だ

け
で
あ
る
。

　
当
然
、
反
発
す
る
住
民

も
お
り
、
同
一
区
内
で
も

賛
否
が
分
か
れ
る
こ
と
に

な
り
、
地
域
間
の
対
立
に

も
発
展
す
る
。
実
際
、
そ

う
い
う
事
例
は
多
い
。
私

は
住
民
同
士
の
対
立
は
望

ま
な
い
。

　
印
南
町
界
の
計
画
に
は
、

関
係
す
る
各
区
の
区
長
を

は
じ
め
、
３
０
０
筆
を
超

え
る
町
民
の
反
対
署
名
が

町
に
提
出
さ
れ
て
い
る
が
、

ど
う
扱
う
か
。

答

万
が
一
に
も
住
民

が
対
立
す
る
よ
う
な
事
態

を
招
く
こ
と
の
な
い
よ
う
、

事
業
者
に
は
対
応
を
求
め

て
い
る
。

　
建
設
に
関
係
す
る
地
元

区
や
周
辺
区
の
反
対
署
名

に
つ
い
て
は
、
町
の
意
見

と
し
て
県
に
あ
げ
て
い
く
。

ま
た
、
被
害
を
訴
え
る
方

も
お
ら
れ
る
と
い
う
こ
と

も
意
見
書
へ
書
い
て
お
き

た
い
。

問

執
行
部
と
議
会
合

同
に
よ
る
「
風
力
発
電
の

音
に
関
す
る
勉
強
会
」
が

開
催
さ
れ
た
が
、
町
長
の

考
え
方
に
変
化
が
あ
っ
た

の
か
。

２
０
１
０
年
３
月
か
ら

53
基
稼
働
し
て
い
る
が
、

住
民
の
健
康
被
害
が
心
配 井藤 満人 議員

新白馬風力発電は、
町や住民にとってマイ
ナス要因では
健康被害が出ないように事業者に
求めていく

1
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上越方の災害現場

さ
れ
る
が
、
ど
う
受
け
止

め
て
い
る
か
。

今
回
の
計
画
は
４
３
０

０
kw
へ
の
大
型
化
で
あ
り
、

住
民
生
活
へ
の
影
響
が
心

配
さ
れ
る
が
ど
う
か
。

事
業
計
画
で
は
、
民
家

と
の
距
離
を
１
km
離
す
と

の
事
だ
が
、
ど
う
考
え
て

い
る
の
か
。

今
回
の
風
力
建
設
想
定

区
域
は
ど
う
な
る
の
か
。

答

低
周
波
音
や
風
車

の
機
種
選
定
も
重
要
で
あ

り
、
影
響
を
回
避
又
は
低

減
さ
せ
る
よ
う
に
事
業
者

に
検
討
を
求
め
て
い
く
。

現
在
、
風
力
発
電
に
よ

る
住
民
の
健
康
被
害
者
は

確
認
で
き
て
い
な
い
が
、

調
査
や
予
測
を
事
業
者
に

働
き
か
け
て
い
く
。

今
回
の
計
画
は
出
力
が

２
～
３
倍
、
風
車
も
大
型

化
す
る
と
い
う
こ
と
で
あ

り
、
機
種
、
基
数
、
間
隔
、

住
宅
へ
の
距
離
等
で
影
響

を
回
避
で
き
る
か
調
査
を

働
き
か
け
た
い
。

現
在
稼
働
中
の
エ
リ
ア

と
、
そ
の
西
側
の
御
坊
市

か
ら
日
高
町
エ
リ
ア
を
新

問

一
部
地
域
で
は
、

河
川
の
氾
濫
に
よ
る
護
岸
、

道
路
、
農
地
に
大
き
な
被

害
が
生
じ
た
。

規
に
計
画
し
て
い
る
と
聞

い
て
い
る
。

江
川
地
区
で
は
、
田
植

え
前
の
水
田
に
土
砂
や
流

木
に
よ
る
被
害
が
生
じ
た
。

ま
た
、
市
川
地
区
で
も
田

植
え
後
の
水
田
に
同
様
の

被
害
が
生
じ
た
。

国
や
県
で
補
償
対
象
と

な
ら
な
い
部
分
を
ど
う
す

る
の
か
、
町
の
姿
勢
が
問

わ
れ
る
。

現
時
点
で
の
災
害
状
況

の
把
握
に
つ
い
て
、
田
畑

の
復
旧
や
今
後
の
対
応
に

つ
い
て
問
う
。
ま
た
、
被

災
農
家
に
対
し
災
害
見
舞

金
や
負
担
金
軽
減
の
検
討

及
び
河
川
改
修
の
工
事
区

間
延
長
の
要
望
を
さ
れ
た

い
。答

被
害
状
況
の
把
握

に
つ
い
て
は
速
や
か
に
行

う
必
要
が
あ
り
、
６
月
３

日
か
ら
被
災
箇
所
の
現
地

調
査
を
行
っ
て
い
る
。

水
田
の
冠
水
被
害
に
つ

い
て
は
、
条
件
に
も
よ
る

が
、
水
稲
共
済
に
て
補
償

対
象
と
な
る
場
合
も
あ
る
。

農
作
物
に
つ
い
て
は
、

今
回
の
場
合
、
米
に
特
化

し
た
災
害
見
舞
金
は
考
え

づ
ら
い
が
、
今
後
を
見
据

え
、
考
え
て
お
く
必
要
は

あ
る
の
で
時
間
を
い
た
だ

き
た
い
。

河
川
改
修
に
つ
い
て
は
、

江
川
は
県
の
管
理
河
川
で

あ
り
、
町
か
ら
も
要
望
す

る
。

　

今
年
の
梅
雨
は
、全
国
各

地
域
で
線
状
降
水
帯
に
よ

る
被
害
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
も
地
球
温
暖
化
が
影
響

し
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

　

海
水
の
温
度
上
昇
に
よ
り

磯
焼
け
が
進
ん
で
お
り
、魚

貝
の
餌
が
な
く
な
り
つ
つ
あ

り
、海
の
生
態
系
が
変
わ
っ
て

き
て
い
る
の
が
確
認
で
き
ま

し
た
。

　

地
元
の
漁
師
と
一
緒
に
磯

に
連
れ
て
行
っ
て
も
ら
い
ま

し
た
が
、全
然
取
れ
な
い
と

言
う
よ
り
は
、貝
が
見
つ
か

ら
な
い
と
言
う
方
が
正
し
い

の
か
と
思
い
ま
す
。深
場
に

行
か
な
い
と
駄
目
で
、少
し

寂
し
い
思
い
を
し
ま
し
た
。

　

そ
ん
な
中
で
、今
年
の
８

月
は
、例
年
よ
り
気
温
が
高

い
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
が
、

海
水
の
温
度
が
上
が
る
と
台

風
の
発
生
に
も
影
響
し
て
く

る
こ
と
か
ら
、台
風
へ
の
備

え
も
必
要
で
あ
る
と
考
え
ま

す
。

　

熱
中
症
対
策
を
十
分
行
い
、

暑
さ
に
負
け
な
い
よ
う
に
頑

張
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

（
伊
奈　
禎
胤
）

６
月
２
日
か
ら
３
日
の
梅
雨
前

線
に
伴
う
豪
雨
被
害
へ
の
対
応

国
の
災
害
認
定
を
受
け
ら
れ
る
よ
う

進
め
、速
や
か
に
補
正
予
算
を
組
む

1
山本 芳徳 議員


